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（
役
員
の
任
命
）

第
七
十
一
条

理
事
長
及
び
監
事
は
、
主
務
大
臣
が
任
命
す
る
。

２

理
事
は
、
理
事
長
が
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
任
命
す
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
七
十
二
条

役
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

役
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
役
員
の
欠
格
条
項
）

第
七
十
三
条

政
府
又
は
地
方
公
共
団
体
の
職
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。）は
、
役
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
役
員
の
解
任
）

第
七
十
四
条

主
務
大
臣
又
は
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
前
条
の
規
定
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

と
き
は
、
そ
の
役
員
を
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

主
務
大
臣
又
は
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た

と
き
そ
の
他
役
員
た
る
に
適
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
七
十
一
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
役
員
を
解
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
た
と
き
。

二

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
。

三

心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四

職
務
上
の
義
務
違
反
が
あ
る
と
き
。

（
役
員
の
兼
職
禁
止
）

第
七
十
五
条

役
員
（
非
常
勤
の
者
を
除
く
。）は
、
営
利
を
目
的
と
す
る
団
体
の
役
員
と
な
り
、
又
は
自
ら
営
利
事
業

に
従
事
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
監
事
の
兼
職
禁
止
）

第
七
十
六
条

監
事
は
、
理
事
長
、
理
事
、
評
議
員
又
は
機
構
の
職
員
を
兼
ね
て
は
な
ら
な
い
。

（
代
表
権
の
制
限
）

第
七
十
七
条

機
構
と
理
事
長
又
は
理
事
と
の
利
益
が
相
反
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
代
表
権
を
有

し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
監
事
が
機
構
を
代
表
す
る
。

（
代
理
人
の
選
任
）

第
七
十
八
条

理
事
長
は
、
機
構
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、
機
構
の
業
務
の
一
部
に
関
す
る
一
切
の
裁
判
上
又
は
裁
判
外

の
行
為
を
行
う
権
限
を
有
す
る
代
理
人
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
職
員
の
任
命
）

第
七
十
九
条

機
構
の
職
員
は
、
理
事
長
が
任
命
す
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
秘
密
保
持
義
務
）

第
八
十
条

機
構
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
そ
の
職
務
上
知
る

こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
役
員
及
び
職
員
の
地
位
）

第
八
十
一
条

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す

る
職
員
と
み
な
す
。

第
四
節

評
議
員
会

（
設
置
）

第
八
十
二
条

機
構
に
、
第
八
十
七
条
の
業
務
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
除
く
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
評
議
員
会
を
置
く
。

２

評
議
員
会
は
、
第
八
十
七
条
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
。

３

評
議
員
会
は
、
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
第
八
十
七
条
の
業
務
の
運
営
に
関
し
、
理
事
長
の
諮
問
に
応
じ

て
重
要
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
、
又
は
必
要
と
認
め
る
事
項
に
つ
い
て
理
事
長
に
建
議
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
）

第
八
十
三
条

評
議
員
会
は
、
評
議
員
十
五
人
以
内
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

（
評
議
員
）

第
八
十
四
条

評
議
員
は
、
労
働
者
を
代
表
す
る
者
、
事
業
主
を
代
表
す
る
者
及
び
技
能
実
習
に
関
し
て
専
門
的
な
知

識
と
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
理
事
長
が
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
任
命
す
る
。

２

評
議
員
の
う
ち
、
労
働
者
を
代
表
す
る
者
及
び
事
業
主
を
代
表
す
る
者
は
、
各
同
数
と
す
る
。

３

評
議
員
の
任
期
は
、
四
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
評
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

４

評
議
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
評
議
員
の
解
任
）

第
八
十
五
条

理
事
長
は
、
評
議
員
が
第
七
十
四
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
前
条

第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
そ
の
評
議
員
を
解
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
評
議
員
の
秘
密
保
持
義
務
等
）

第
八
十
六
条

第
八
十
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
評
議
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
五
節

業
務

（
業
務
の
範
囲
）

第
八
十
七
条

機
構
は
、
第
五
十
七
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

技
能
実
習
に
関
し
行
う
次
に
掲
げ
る
業
務

イ

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
事
務
を
行
う
こ
と
。

ロ

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
そ
の
職

員
を
し
て
、
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

ハ

第
十
八
条
第
一
項
（
第
十
九
条
第
三
項
、
第
二
十
一
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
第
三
項
、
第
三
十
二
条
第
七

項
、第
三
十
三
条
第
二
項
、第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
十
二
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
届
出
、
報
告
書
、
監
査
報
告
書
又
は
事
業
報
告
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

ニ

第
二
十
四
条
第
一
項
（
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
事
実
関
係
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

ホ

第
二
十
四
条
第
三
項
（
第
三
十
一
条
第
五
項
及
び
第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

の
規
定
に
よ
り
申
請
書
を
受
理
す
る
こ
と
。

ヘ

第
二
十
九
条
第
四
項
（
第
三
十
一
条
第
五
項
並
び
に
第
三
十
二
条
第
二
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
り
許
可
証
の
交
付
又
は
再
交
付
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

二

技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
を
図
る
た
め
に
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要

な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
業
務
（
次
号
に
掲
げ
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

三

技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
技
能
実
習
生
で
あ
っ
て
引
き
続
き
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
を
希
望
す

る
も
の
が
技
能
実
習
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
技
能
実
習
生
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
そ
の
他
関
係
者
に
対
す
る
必
要
な
指
導
及
び

助
言
を
行
う
業
務

四

技
能
実
習
に
関
し
、
調
査
及
び
研
究
を
行
う
業
務

五

そ
の
他
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
業
務

六

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
（
こ
れ
ら
に
附
帯
す
る
業
務
を
含
み
、
主
務
省
令
で
定
め
る
業
務
を
除
く
。）に
係
る
手

数
料
を
徴
収
す
る
業
務

七

前
各
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

（
業
務
の
委
託
）

第
八
十
八
条

機
構
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
前
条
の
業
務
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附

帯
す
る
業
務
を
除
く
。）の
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
八
十
条
及
び
第
八
十
一
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
が
法
人
で
あ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
役
員
）
又
は
そ
の
職
員
そ
の
他
の
当
該
委
託
を
受
け
た
業
務
に
従
事
す
る
者
に
つ
い
て
準
用
す

る
。
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